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プラズマ中に微粒子を入れると負に帯電し，クーロン力や重力等の力が釣り合う位置で浮遊す

る事実は良く知られている．本研究では低温プラズマ中に種々の細菌を導入し，それらが帯電す

ることでプラズマに浮遊する現象を対象としている．プラズマ中に浮遊した細菌を微粒子プラズ

マとして取り扱うことが可能であれば，従来までに微粒子プラズマ分野で培われた様々な理論・計

測・制御技術が適用でき，「宇宙空間における微生物の挙動の模擬実験」「メタマテリアルとしての

応用」「細菌種同定法ならびに分離法の開発」等の幅広い応用が期待される．

微生物を 13.56MHzの平行平板 RFプラズマ中に導入して実験を行った結果，オートクレーブ処

理をした大腸菌 (E. coli)や肺炎桿菌 (Klebsiella pneumonia)がプラズマのシース端に浮遊すること

が確認された [1]．特に Klebsiella pneumoniaは分散性が良く，クーロン結晶のような準秩序構造

が自発的に形成された (図 1参照)[2]．本講演では，これらの現象について詳しく述べるとともに，

その応用可能性について議論する．

図 1: Superposed 100 images corresponding 1.67s time integrated images show top view of the

Klebsiella pneumoniae levitating in an RF plasma.
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